
（７）平成２９年度上期下水道事業の概況  

ア  建設事業の状況  

既成市街地の汚水事業では、江戸川左岸流域関連下水道事業に

ついて、今年度整備予定面積約２５ヘクタール（汚水管布設工事

９件）全てを発注した。また、手賀沼流域関連下水道事業は、整

備予定面積約３ヘクタール（汚水管布設工事３件）全てを発注し

た。 

  既成市街地の雨水事業では、向小金雨水幹線整備事業について、

平成２８年度に東日本旅客鉄道株式会社常磐線軌道下横断の工事

延長約４０メートルについて、同社と施行委託に係る協定を締結

し、９月に完成した。今後、完成した軌道下推進管の上流及び下

流に合流マンホールを築造する工事を実施する。  

  つくばエクスプレス沿線整備では、汚水及び雨水事業の土地区

画整理事業者と業務委託を締結した。両事業の今年度整備予定面

積は、汚水事業が２３．１ヘクタールであり、９月末現在で７０％

を発注した。また、雨水事業が２．６ヘクタールであり、９月末

現在で整備予定の約４０％を発注した。引き続き地区内造成事業

の進捗に合わせて整備を進める。  

   

イ  業務の状況  

当期の排水区域人口は、１５７，９５０人で、前年同期に比べ

８，５０１人（５．６９％）の増加があった。  

行政区域内人口と比較する普及率は、８５．９６％で、前年同

期に比べ２．４０％の増となった。 

   

ウ  経理の状況  

上期における総収益は、１，７７３，３５４，０６３円で、前

年同期と比べ１５４，９２０，７５６円の増額となった。総費用は、

１，００９，９０８，１１１円で、前年同期に比べ１７，６５３，０４１円 

の増額となった。税抜きによる総収益１，７０１，６６４，１２６円

から総費用１，００７，７２８，５５７円を差し引いた当期の損

益は、６９３，９３５，５６９円の純利益となった。  



    収益の内訳は、営業収益が１，１９４，１６１，３８６円で前

年同期に比べ２１１，９２９，２６７円（２１．６％）の増収と

なった。このほか、営業外収益は５７９，１９２，６７７円で、

前年同期に比べ５７，００８，５１１円（８．９６％）の減収となっ

た。 

次に、費用の内訳では、営業費用が８０２，３３１，５６２円で

前年同期に比べ１ ７ ， ８ ０ ４ ， ０ ４ ５ 円（２．２７％）の増額

となった。このほか、営業外費用は１９４，０１４，２９８円で、

前年同期に比べ１３，７０５，４７９円（６．６０％）の減額と

なった。 


